
根本千聡　『明暹流鞨鼓譜』解題、附翻刻

（
二
十
一
）
80

1
．
書
誌
情
報

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
伏
見
宮
家
旧
蔵
、
函
架
番
号
：
伏
・
一
五
三
〇
）。
冊
子
本
。
縦

二
一
二
×
横
一
五
五
ミ
リ
。
十
五
丁
。
仮
綴
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
虫
損
が
あ
る
が
書
陵
部
に

お
い
て
補
修
済
。

外
題
に
は
「
明
暹
流
鞨
鼓
譜
」、
内
題
に
は
「
鞨
鼓
譜　

明
暹
流
」
と
あ
り
、
書
陵
部
で

は
「
鞨
鼓
譜
（
明
暹
流
）」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
外
題
下
に
は
「
頼
盛
之
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
奥
書
か
ら
書
写
者
、
あ
る
い
は
元
の
所
持
者
の
名
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
表
紙
上
部
中
央
に
は
朱
で
「
亍
」（
笛
の
指
孔
名
か
）
と
あ
る
が
、
こ
の

意
図
は
不
明
。

奥
書
に
よ
れ
ば
、
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
の
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、「
印
春
」

か
ら
「
頼
盛
宗
禅
房
」
へ
伝
授
さ
れ
た
楽
譜
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
両
名
間
の
授
受
関
係

は
、上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
『
新
撰
要
記
抄
』
奥
書
に
も
同
様
の
経
緯
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
、
両
名
の
密
な
親
交
の
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

ま
た
、
ど
ち
ら
も
同
じ
打
物
に
関
連
す
る
楽
譜
・
楽
書
で
あ
り
、
本
資
料
は
明
暹
流
、『
新

撰
要
記
抄
』
は
狛
流
で
あ
る
と
い
う
点
も
、
打
物
の
相
承
系
譜
を
探
る
う
え
で
重
要
に

な
っ
て
こ
よ
う
。

な
お
、
書
陵
部
に
お
け
る
本
資
料
に
対
し
て
の
見
解
（
資
料
整
理
カ
ー
ド
）
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
閲
覧
の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
。

2
．
明
暹
と
演
奏
伝
承

本
資
料
の
奏
法
の
祖
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
「
明
暹
」
な
る
人
物
は
、従
来
の
音
楽
史
研

究
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
磯
水
絵
氏
に
よ
る
詳
細
な
専
論
が
あ
る
た
め（1）
、

詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、こ
こ
で
は
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
に

留
め
た
い
。

『
尊
卑
分
脈
』、『
大
家
笛
血
脈
』
に
よ
れ
ば
、明
暹
は
藤
原
式
家
明
衡
（
？
〜
一
〇
六
六
）

の
子
と
さ
れ
る
。『
三
会
定
一
記
』
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
条
に
は
「
明
暹
丗
九
」、保

安
元
年
（
一
一
二
〇
）
条
に
は
「
講
師
明
暹
（
六
十
二
）」
と
あ
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と

一
〇
五
九
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
明
衡
晩
年
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
父
子
の
年

齢
差
か
ら
考
え
て
養
子
で
は
な
い
か
と
み
る
向
き
も
あ
る
。
そ
の
後
、経
緯
は
不
明
な
が

ら
、
興
福
寺
に
属
す
る
僧
侶
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
諸
資
料
か
ら
わ
か
る
。

父
明
衡
は
『
新
猿
楽
記
』
の
著
者
で
あ
る
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
弟
の
敦
光

（
一
〇
六
三
〜
一
一
四
四
）
は
、
藤
原
宗
輔
撰
『
管
絃
譜
』
序
文
の
草
文
を
作
成
し
て
い

る
が
、い
ず
れ
も
音
楽
に
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
直
接
に
示
す
も
の
で
は
な
い
。
か
ろ
う

じ
て
、音
楽
芸
能
に
対
し
て
関
心
を
も
っ
た
家
系
で
あ
っ
た
と
は
い
え
よ
う
か
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、明
暹
が
本
格
的
に
楽
の
道
に
目
覚
め
た
の
は
興
福
寺
と
の
縁
を
も
っ
て
か
ら
と

み
ら
れ
、
師
の
円
憲
や
、
後
述
す
る
玉
手
氏
や
狛
氏
と
い
っ
た
南
都
の
楽
人
た
ち
と
の
交

流
に
端
を
発
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

住
居
で
も
あ
っ
た
「
浄
名
院
（
浄
明
院
）」
は
明
暹
の
別
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ

資
料
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と
が
あ
る
。
同
院
は
興
福
寺
に
存
在
し
て
い
た
子
院
で
あ
る
。
明
暹
の
音
楽
の
師
で
あ
っ

た
円
憲
も
同
じ
く
「
浄
名
院
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、一
部
に
両
者
を
取
り
違
え

た
説
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、こ
れ
は
両
者
を
混
同
し
た
後
人
に
よ
る
勘

違
い
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
伏
見
宮
家
に
は
『
浄
名
院
流
琵
琶
説
秘
譜
』（
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
、
函
架
番
号
：
伏
・
一
〇
九
〇
）
と
い
う
琵
琶
譜
が
伝
わ
る
が
、
こ
の
楽

譜
と
明
暹
・
円
憲
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
得
る
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

『
三
五
要
録
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
明
暹
は
笛
譜
も
編
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の
笛
譜
に

つ
い
て
は
山
井
家
蔵
の
『
新
撰
竜
吟
抄
要
録
』
高
麗
曲
部
分
が
そ
の
一
部
で
は
な
い
か
と

み
ら
れ
て
い
る
が
、
同
譜
は
現
在
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
平
出
久
雄
氏
に
よ
る

調
査
記
録
が
残
る
に
留
ま
る
。
い
わ
く
、「
本
撰
譜
者
ガ
―
明
暹
。
奥
書
ノ
筆
写
ナ
ル
モ

記
名
ナ
シ
―
当
代
天
下
無
双
ノ
高
麗
笛
師
玉
手
友
行
七
男
兵
庫
允
玉
手
公
頼
―
公
頼
ノ

伝
承
ニ
関
ス
ル
詳
文
ア
リ
―
及
子
息
公
光
・
公
延
ニ
従
ツ
テ
円
憲
ト
共
ニ
笛
曲
ヲ
習
楽

シ
、
然
ル
上
公
光
・
公
延
・
円
憲
ト
奥
書
ノ
筆
写
（
明
暹
）
ニ
テ
高
麗
笛
譜
ヲ
共
撰
シ
、

更
ニ
狛
則
近
ニ
楽
説
ヲ
問
ヒ
テ
、異
論
濫
吹
ノ
現
在
ノ
楽
界
ノ
定
譜
ヲ
作
ル
由
ノ
事
情
ヲ

述
ブ（2）
。」
と
あ
っ
て
、
同
譜
は
玉
手
公
光
、
同
公
延
、
円
憲
ら
と
と
も
に
、
笛
譜
の
正
本

と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
玉
手
氏
は
薬
師
寺
を
本
拠
と
し
た
楽
人
で

あ
っ
て
、
明
暹
の
、
南
都
楽
人
た
ち
と
の
交
流
が
う
か
が
わ
れ
る
。
明
暹
と
と
も
に
鞨
鼓

演
奏
伝
承
の
重
要
人
物
と
し
て
仰
が
れ
る
狛
行
高
も
興
福
寺
に
属
し
た
南
都
楽
人
で
あ

る
か
ら
、こ
の
あ
た
り
が
打
物
伝
承
の
発
生
圏
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

3
．
書
写
者
「
頼
盛
」
と
「
印
春
」
に
つ
い
て

書
写
者
の
宗
禅
房
頼
盛
に
つ
い
て
伝
え
る
資
料
は
ご
く
わ
ず
か
な
が
ら
、判
明
す
る
こ

と
は
意
外
に
多
い
。『
斑
鳩
嘉
元
記
』（『
大
日
本
史
料
』
所
収
）
に
は
次
の
よ
う
に
伝
え

ら
れ
る
。

一
当
時
聖
霊
会
三
鼓
事
。
延
文
二
年
丁酉

六
月
日
、
新
造
之
。
作
者
頼
盛
宗
禅
房
生
五
十

六
目
安
住
人

、
薬

師
寺
黒
筒
造
写
。
筒
桐
木
者
。
慶
祐
大
法
師
進
之
。
料
足
ハ
以
慶
玄
法
印
御
舎
利
供

養
之
内
、
一
臈
実
禅
僧
都
沙
汰
之
。
抑
薬
師
寺
三
鼓
黒
筒
破
損
之
間
張
替
之
。
作
者

頼
盛
、
延
文
元
年
丙申

四
月
廿
六
日
ヨ
リ
七
箇
日
之
間
、精
進
結
斎
シ
テ
其
功
畢
生
年
五
十
五

歳
宗
禅
房

。

先
度
張
作
者
ハ
、奈
良
ノ
水
門
是
正
ト
云
寺
侍
張
云
々
。百
廿
年
ニ
テ
張
替
之
云
々
。

以
此
次
黒
筒
ノ
寸
法
造
様
ヲ
見
写
テ
、
少
モ
不
替
新
造
之
。
如
法
重
宝
也
。

（
句
読
点
は
筆
者
）

延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
の
時
点
で
五
六
歳
で
あ
る
か
ら
、逆
算
し
て
一
三
〇
二
年
の

生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
居
住
し
た
「
目
安
」
は
、法
隆
寺
の
南
方
に
位
置
す
る
現

在
の
目
安
（
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
）
と
同
じ
地
で
あ
ろ
う
。
本
記
事
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
、
薬
師
寺
の
鼓
を
模
し
て
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
の
三
鼓
は
、〈
黒
漆
鼓
胴
〉
と
し
て
現

物
が
東
京
国
立
博
物
館
に
伝
存
し
て
い
る
。胴
内
の
墨
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る（3）
。

法
隆
寺
聖
霊
会
料
三
鼓
也
。
薬
師
寺
黒
筒
写
。
願
主
一
臈
胴
内
権
少
僧
都
実
禅　

権

律
師
慶
祐
。
作
者
篳
篥
吹
寺
僧　

頼
盛
宗
禅
房
年
五
十
六　

目
安
住
。

（
句
読
点
は
筆
者
）

頼
盛
は
法
隆
寺
の
寺
僧
で
篳
篥
吹
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、聖
霊
会
に
用
い
る
鼓
胴
の
作

製
ま
で
任
さ
れ
る
と
い
う
の
は
多
才
な
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
と
も
あ
れ
、
音
楽
、

と
り
わ
け
打
物
に
つ
い
て
は
周
囲
か
ら
も
信
用
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
に
先
立
つ
『
明
暹
流
鞨
鼓
譜
』
の
伝
受
と
書
写
も
、こ
う
し
た
人
物
的
背
景
に
起
因

し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

一
方
、
伝
授
者
の
印
春
に
つ
い
て
伝
え
る
資
料
は
管
見
に
及
ば
な
い
。
た
だ
し
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
南
都
打
物
の
伝
承
書
で
あ
る
『
新
撰
要
記
抄
』
に
つ
い
て
も
、
本
資
料
と

同
様
、印
春
と
頼
盛
と
の
授
受
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
『
新
撰
要
記
抄
』
の
奥
書
に
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は
「
此
書
者
印
円
深
観
房
集
秘
書
所
被
撰
出
也
」
と
あ
っ
て
、
深
観
房
印
円
に
よ
っ
て
編
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、印
春
は
そ
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
印

円
の
師
で
あ
る
順
良
房
聖
宣
は
興
福
寺
僧
で
、『
教
訓
抄
』
を
編
ん
だ
狛
近
真
の
後
援
者

と
目
さ
れ
て
い
る（4）
。
す
る
と
印
春
も
興
福
寺
楽
人
の
関
係
者
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
明
暹
に
ま
つ
わ
る
資
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
合
点
が
ゆ
こ

う
。

4
．
本
書
の
資
料
的
価
値
と
鞨
鼓
演
奏
伝
承
の
系
譜
に
つ
い
て

明
暹
流
の
鞨
鼓
演
奏
伝
承
に
つ
い
て
は
、
狛
近
真
『
教
訓
抄
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
多

く
の
打
物
関
係
楽
書
・
楽
譜
に
引
載
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
狛
行
高
流
の
奏
法
と
併

せ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
平
安
末
期
以
降
、
両
流
が
鞨
鼓
奏
法
の
礎
と
な
っ

て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
本
資
料
の
原
拠
は
不
明
な
が
ら（5）
、明
暹
の
演
奏

伝
承
を
直
接
に
伝
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、院
政
期
に
お
け
る
打
物
伝
承
を
考
察
す
る

う
え
で
意
義
深
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

明
暹
・
行
高
の
二
つ
の
流
派
の
う
ち
、
狛
行
高
の
流
れ
は
近
真
ら
南
都
狛
氏
に
受
け
継

が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
で
は
明
暹
流
は
と
い
う
と
、
奥
書
に
は
、「
仁
和
寺
木
工
権

守
孝
道
、
披
見
鞨
鼓
譜
ヲ
、
散
明
暹
流
不
審
訖
。
所
詮
、
明
暹
流
鞨
鼓
者
仁
和
寺
孝
道
方

習
留
之
歟
」
と
あ
っ
て
、藤
原
孝
道
（
一
一
六
六
〜
一
二
三
七
）
が
そ
の
流
れ
を
受
け
継

い
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、明
暹
と
孝
道
と
で
は
活
躍
の
時
期
が
一
世

紀
ほ
ど
ず
れ
て
お
り
、
当
然
、
両
者
の
生
没
年
は
重
な
ら
な
い
。
孝
道
が
ど
の
程
度
明
暹

流
の
奏
法
を
ふ
ま
え
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
し
、孝
道
は
先
述
し
た
興
福
寺
僧

聖
宣
を
甥
に
も
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
か
ら
明
暹
流
の
鞨
鼓
奏
法
、
あ
る
い
は
そ
の
関
連

資
料
を
知
る
機
会
は
十
分
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、聖
宣
と
の
関
係
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
狛
近
真
も
同
様
で
あ
る
た
め
、
や
は
り
、
孝
道
が
特
別
に
明
暹
流
を
継
い
で
い

る
と
す
る
の
は
根
拠
に
乏
し
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
、先
の
記
載
に
続
い
て
奥
書
に
「
管
絃
方
殊
以
可
賞
翫
流
也
」
と
あ
る
点
は
注

目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
明
暹
か
ら
続
く
（
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
孝
道
の
系
譜
は

「
管
絃
方
」、
つ
ま
り
堂
上
の
奏
法
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
う
で
あ
れ

ば
、
一
方
の
行
高
流
は
さ
し
ず
め
〝
地
下
方
〞
の
奏
法
と
で
も
い
え
る
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
狛
氏
の
打
物
伝
承
の
流
れ
は
も
と
よ
り
、
孝
道
の
流
れ
も
、

孝
道
撰
『
知
国
秘
抄
』
や
、
孝
道
の
嫡
男
孝
時
撰
『
法
深
本
打
物
譜
』、
孝
時
の
曾
孫
孝

重
撰
『
撃
鼓
抄（6）
』
な
ど
か
ら
追
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、こ
の
あ
た
り
の
資
料
を
精
査
す

る
こ
と
で
、
院
政
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
打
物
演
奏
伝
承
の
変
遷
と
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
に
現
行
伝
承
へ
と
繋
が
り
得
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
る
。

注1 

磯
水
絵
﹇
二
〇
〇
三
﹈『
院
政
期
音
楽
説
話
の
研
究
』（
和
泉
書
院
）、﹇
二
〇
一
六
﹈『
説
話
と
横
笛
』

（
勉
誠
出
版
）
な
ど
。

2 

平
出
久
雄
﹇
一
九
五
二
﹈「
山
井
景
昭
氏
雅
楽
蔵
書
目
録
（
中
）」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
一
〇
、一
一

号
）
よ
り
。

3 

ｅ
国
宝
〈
黒
漆
鼓
胴
〉
解
説
文
よ
り
（h

ttp
s:/

/
e
m

u
se

u
m

.n
ich

.g
o

.jp
/

d
e
tail?lan

g
Id

=
ja&

w
e
b

V
i

e
w

=
&

co
n

te
n

t_
b

ase
_
id

=100686
&

co
n

te
n

t_
p

art_
id

=000
&

co
n

te
n

t_
p

ict_
id

=0　

二
〇
二
四
年
二

月
二
〇
日
確
認
済
）。

4 

神
田
邦
彦
﹇
二
〇
一
七
﹈『
中
世
楽
書
の
基
礎
的
研
究
』（
和
泉
書
院
）
よ
り
。

5 

本
資
料
中
に
「
仁
和
寺
入
道
木
工
権
頭
藤
原
孝
道

法
名
智
観
議
善
房

去
建
保
之
比
、
依
佐
渡
院
之
宣
ニ
、
草
進
之
本
。
但
鞨
鼓

許
被
注
之
」
と
あ
る
点
を
奥
書
と
と
も
に
鑑
み
る
と
、
本
資
料
は
藤
原
孝
道
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

6 

『
法
深
本
打
物
譜
』（
伏
見
宮
旧
蔵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
函
架
番
号
：
伏
・
一
〇
六
八
）。『
撃
鼓
抄
』

（
伏
見
宮
旧
蔵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
函
架
番
号
：
伏
・
一
一
〇
二
）。
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凡
例

・
丁
の
区
切
り
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
鈎
括
弧
（
」）
で
示
し
た
。

・
割
注
で
の
表
記
が
難
し
い
場
合
は
、
該
当
本
文
を
〔
〕
で
括
っ
て
示
し
た
。
そ
の
際
、
改
行
部
分
は
ス

ラ
ッ
シ
ュ
（
／
）
で
示
し
た
。

・
朱
筆
部
分
は
網
掛
け
で
示
し
た
。

・
読
点
（「
、」）
は
、
資
料
中
で
は
左
側
に
寄
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

・
雁
点
（
レ
点
）
は
、
資
料
中
で
は
中
央
に
寄
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

・
楽
譜
部
分
は
画
像
を
貼
付
し
て
示
し
た
。

・
判
読
が
困
難
な
字
は
「
■
」
で
示
し
た
。

・
そ
の
他
、
特
記
事
項
は
翻
刻
文
下
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
示
し
た
。

な
お
、
本
資
料
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

（h
ttp

s:/
/

sh
o

r
y
o

b
u

.k
u

n
aich

o
.g

o
.jp

/
T

o
sh

o
r
y
o

/
D

e
tail/1000703290000

）

（
表
紙
）

明
暹
流　
鞨
鼓
譜　

　
　
　
　
　
　
　

頼
盛
之 

　

」

（
本
文
）

○

鞨
鼓
譜　
　
　
　
●

明
暹
流

●

先
案
譜
法
云

○
来　
●
生　
○
右
○
左

号
師
来　
●
右
●
左

名
師
生　

准
之
可
知
之

―
鞨
鼓
拍
子
也　

引
延
引　

火
火
急　

丁
停
止

凡
向
鞨
鼓
之
時
先
見
両
抜
撰
勁ツ
ヨ
キ
ヲ
、
為
右
、

躍ヲ
ト
ル

抜
ヲ
名
来
ト
、
不
レ
躍
抜
ヲ
為ス

生セ
イ
ト
、
●

取
抜
之
法 

」

下シ
モ

余
乄
一
寸
ヲ
、
擎
ル
之
ヲ
、
生
抜
強
弱
依
機
嫌
ニ
、
来
抜
ノ

躍
ル
程
随
楽
躰
ニ
、
開
ク
抜
ノ
﨑
事
五
寸
或
六
寸
明
暹
流

或
八
寸
行
高
●

打
生
ヲ
、
之
時
延
頭
指
ヲ
、
明
暹
不
延
者
行
高
●

打
生
之
時
去
ル
ハ
来
抜
ヲ
、
行
高
流
雖
モ
打
ト
生
抜
ヲ
、
不
ル

去
ケ
来
ノ
抜
ヲ
、
明
暹
於
左
来
、
者
不
断
ニ
令
躍ヲ
ト
ラ

之
ヲ
、
生
ノ
抜
ハ

聊
勁ツ
ヨ
ク

来
ノ
抜
ハ
久
躍
ル
音ネ

色イ
ロ

堅
円マ
ロ
ニ
乄
而
有
給
キ 

」

響
キ
、
令
ヨ
不サ
ラ

聞
皮
ノ
音
ヲ
、
以
之
ヲ
、
為
吉
ト
、
又
欲々
三
令
ト二

急
ク
セ
カ
シ

楽
ノ
程
ヲ
、
勁ツ
ヨ
ク打
之
、
欲々
令
ト
緩ナ
ラ

楽
ノ
程
ヲ
、
弱
打
之
、
此
等
故

実
自
余
打
物

絃
管
等
皆
准
之
可
知

之
大
方
於
鞨
鼓
者
雖
ト
モ
両
ト
其
詞
、
以
八
声
、
為

本
所
謂

●

阿ア

礼レ
イ

声シ
ヤ
ウ
同
短
声　
●

大タ
イ

葛カ
ツ

声セ
イ　

●

小セ
ウ

葛カ
ツ

声セ
イ　

● 

織シ
ヨ
ク

錦キ
ム

声セ
イ 

」
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●

泉セ
ム

浪ラ
ウ

声セ
イ　

●

鐺タ
ウ

声セ
イ　

●

砂サ

声セ
イ　

●

塩エ
ン

声セ
イ　

等
也

且
見
于
諸
道
之
記
抑
以
声
ノ々
字
ノ
仮カ

ナ名
等

就
当
流
明
暹
注
之
行
高
流
以
声
隆
有
之

始
自
打
様
、
大
旨
相
替
歟
阿ア

礼レ
イ

声セ
イ
云
々
自
余

背
声セ

イ
云
々
准
之
歟歟

但
於
当
流
者
阿
礼
声

有
子
細
歟
限
ル
此
声
ニ
、
又
白
水
浪
云
々
此
者
文
字 

」

之
誤
ア
ヤ
マ
リ

泉
之
一
字
ヲ
二
字
ニ
読
成
歟
仍
又
声
ノ

字
無
之
、
行
高
方
之
名
目
也
此
等ラ
ノ
差シ
ヤ

異イ

可

有
存
知
、
事
也　

已
上
相
伝
鞨
鼓
譜
者

●

仁
和
寺
入
道
木
工
権
頭
藤
原
孝
道

法
名
智
観
議
善
房

去
建
保
之
比
依

●

佐
渡
院
之
宣
ニ
、
草
進
之
本
、
但
鞨
鼓
許
被
注

之
、
●

先
師
禅
門
〔
右
馬
助
藤
原孝
時
／
法
名
智
西
法
深
房
〕
●

依
今
出
川
相
国 

」

禅
門
公
経
命
草
進
之
打
物
譜
等
寄
合
之

撰
出
之
事
也

●

音
取先

笙
次
出
調
子
次
篳
篥
次
笛
音
取
終
程
仁

可
打
之
号
阿
礼
声
之
最
初
師
来
之
後
下
行
来
先
立

左
来
明
暹

如
此
初
ハ

勁ツ
ヨ
ク

後
ハ

細コ
マ
カ
ニ
末
細ホ
ソ
ニ
打
成
テ
打
止
ノ
右
生
極
テ 

」

細
少
打
重
閑
ニ
答
左
来
、
可
打
止
之
、
打
終
後
乍
ナ
カ
ラ

持モ
テ

右
抜
ヲ
、
以
左
手
ヲ
、
張
合
鞨
鼓
於
甲
音
ニ
、
●

若
甲
音

難
張
合
、
者
可
張
合
乙
音
ニ
、
云
々
●

但
中
院
内
大
臣
雅
定

説
云
甲
乙
沙
汰
無
其
詮
、
只
抜
ト
与
皮
ト
、
相
応
ス
ル
之
程

張
合
之
條
可
宜
歟
云
々
大
方
張
合
鞨
鼓
事
音

取
之
後
可
張
、
之
由
雖
有
之
、
●

口
伝
云　

笙
調
子

吹
出
之
後
笛
調
子
以
前
無
キ
何
ト
、
様
ニ
テ
張
儲
之
後

打
音
取
ヲ
、
上
少ス
コ
シ
ノ
事
ヲ
仼
テ
本
式
ニ
、
張
合
之
躰
無
相

違
、
不
如
此
、
而
打
之
時
其
音
可
聞
悪
故
云
々 

」

●

調
子吹

出
笛
調
子
後
自
第
三
句
、
可
打
始
阿
礼
短
声
已
上
調

子
之
間
打
生
来
生
交マ

シ
ヘ

掻
上
事
両
三
度
許ハ
カ
リ

掻
上

可
宜
歟
●

但
於
盤
渉
調
々
子
者
少
シ
長
之
間
三
度
許
掻

上
之
条
可
然
乎
是
師（
マ
マ
）
口
也
云
々
●

凡
来
生
共
無
定
数
、

●

但
来
ハ
多
久
生
ハ
少
短
調
子
止
時
如
音
取
生
抜
ヲ
細
ニ

二
打
重
テ
答
来
ヲ
●

閑
ニ
打
止
生
抜
ヲ
、
明
暹
●

行
高
ハ
調
子 

」

不
終
程
ハ
不
打
生
抜
将
欲
終
ト
、
之
時
打
ト
生
抜
、
云
々

●

序　
新
楽
鞨
鼓
吹
出
笛
之
後

自
第
二
句
可
打
阿
礼
声

生
抜
打
合
太
鼓
之
時
以
前
二
重
打
事
如
此
但
行
高
ハ

不
然　
　
　
　
　
　
　
　

如
此
打
云
々
右
口
伝
如
此
然
而
近
来
此
等

口
伝
存
分
ル
人
ノ
類
ヒ
希
先
歟
能
々
此
等
差シ
ヤ

異イ

存
別ワ
ケ
テ
可

取
向
、
哉

●

同
序　

古
楽
壹
鼓
可
打
始
事
新
楽
同 

」

「
阿
礼
声
」「
大
葛
声
」「
小
葛
声
」「
織
錦
声
」

「
泉
浪
声
」「
鐺
声
」「
砂
声
」「
塩
声
」
に
声
点
。

「
阿
礼
声
」
に
声
点
。

最
初
の
「
声
」
に
声
点
。
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随
大
鼓
壺
近
付
頻
打
寄
之
、

鳥
胡
飲
酒

蘇
莫
者
等
打
之

●

延
八
拍
子
新
楽
鞨
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
鼓
雖
加
々
々
、
鞨
鼓
者
不
可
打
替
之

延
八
拍
子
通
如
此

、

●

又
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

号
塩
声
之　

合
楽
詞
、
時
々
打
之　
　
　

頗
秘
之
、
世
人
云
巻
手
之
常
ハ
不
可
打
之

凡
八
拍
子
物
ハ
生
二
四
拍
子
物
大
鼓　

以
前
生
一
也
然
而
是
大
概
也 

」

万
秋
楽
破
散
手
破
等
初
三
当
喜
春
楽
破
皇
广
破
等

初
七
当
是
生
二
反

●

同
八
拍
子　
古
楽　

壹
鼓

已
上
壹
鼓
掻
様
如
此
古
楽
延
八
拍
子
時
可
用
之
、
陵
王
破
ハ

雖
為
早
楽
振
舞
同
用
此
大
鼓
雖
加
々
々
、
於
壹
者
不
可
替
之
、

●

早
八
拍
子
新
楽　

鞨
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上
此
打 

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
三
度
々
々
時
用
之
常
説
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
説
同
上
三
度
々
々
時
用
之
為
珎
説
、

●

同
早
八
拍
子　
古
楽　

壹
鼓　

鳥
急
躰
物
用
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
鼓
雖
加
々
々
、壹
鼓
者
不
可
替
之

●

同
八
拍
子　

只
拍
子　

新
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
説　

大
鼓
雖
加
々
々
、
鞨
鼓
不
可
替
之
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
鼓
加
々
々
、
之
後
鞨
鼓
ハ
行
抜
ニ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
打
事 

」

大
方
只
々
ノ々
時
下
来
事
為
秘
説
、
故
初
両
三
々
々
打
後
不
下
来
、

竹
ノ
節フ
シ
ニ
可
打
之
、
云
々

●

又
説　

秘
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  〔
於
此
説
者
随
分
秘
説
也

／
輙
タ
ヤ
ス
ク

不
可
用
之
〕

●

同
八
拍
子　

只
拍
子　
古
楽　

壹
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雖
加
大
鼓
々
々
、
壹
鼓

不
可
替
之
、　
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●

七
拍
子　

有
蘇
合
三
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

又
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
已
上
両
説
如
次
可
打

替
之
、

 

」

●

六
拍
子
皇
帝
破　
　

春
鶯
囀
入
破　
　
●

万
秋
楽
六
帖
等
用
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

又
説　

●

五
拍
子　
有
皇
帝
三
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

又
説　

●

延
四
拍
子　
甘
州　

蘇
合
破
急　

太
平
楽
急
等
用
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
已
上
常
説　

又
説　

〔
号
泉
浪
声
、
合
楽
詞
、
／
囀
之
時
々
可
打
之
／
殊
為
秘
説
云
々
〕

●

同
揚
拍
子
大
鼓
雖
有
三
度
々
々
打
事
、

於
鞨
鼓
者
可
打
少
葛
声
也  

」
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
大
鼓
引
抜
ニ
合
天
／
下
合
師
末
、　

号
少
葛
声
〕

●

同
只
拍
子　
甘
州
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上　

新
楽
鞨
鼓

●

同
古
楽　

壹
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倍
盧　

抜
頭　

輪
鼓
褌
脱
等
用
之

●

早
四
拍
子　

鞨
鼓
不
違
延
四
拍
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
此
大
鼓
上
一
拍
子
之
時

鞨
鼓
用
之
、

　

 

」

凡
四
拍
子
物
初
々
々
三
当
ル
仍
鞨
鼓
者
自
第
二
々
々
、
打
始

生
抜
大
鼓
以
前
一
也
但
是
大
概
也
甘
州
四
ニ
当
ル
三
臺
急
五
ニ

当
歟

●

蘇
合
序
一
帖

初
二
拍
子
序
吹
如
常

成
楽
拍
子
之
時
鞨
鼓
拍
子
五
大
鼓
六
当

之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
説
也
此
後
楽
々
ノ々

鞨
鼓
打
大
葛
声
、
々
々
々
者
如
常
八
々
々
、
打
之
、
但
拍
子 

 

」

不
定
或
十
二
或
十
六
十
八
廿
四
如
此
大
鼓
壺
不
定
之

同
師
来
三
之
後
至
大
鼓
壺
、　
　
　
　
　
　
　

如
此
打
之
号
大

葛
声
或
説
ニ
ハ
十
二
所
ハ
八
々
々
一 

四
々
々
一 

十
六
所
ハ
八
々
々
二
十
八
所
ニ
ハ

八
々
々
一
六
々
々
一

四
々
々
一 

廿
四
所
ニ
ハ
八
拍
子
三
如
此
打
合
之
、
但
不
常
、
大
葛

声
者
此
新
也
仍
用
大
葛
声
之
條
可
宜
凡
末
序
吹
之

時
阿
礼
声
可
打
之
、

●

同
三
帖
第
四
第
五
拍
子
間
鞨
鼓
号
織
錦
声
世
人
云

乱
拍
子
又
名
詞
打
之
、　
　
　

 
 

」

割
注
は
前
行
末
に
三
行
。
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一
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
流
常
用

之　
　

二
ケ
度
如
次
用
之

●

又
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
一
流
二
ケ

度
可
打
替
之

●

同
籠
拍
子
■
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上
号
砂
声
、
明
暹
流
殊
為
秘
説

■
不
可
打
之
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
高
流
用
之
号
璫
声

世
人
云
訓
抜
之　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上
中
院
流
用
之
号
小
葛
声
、 

 

」

已
上
三
説
之
内
初
砂
声
雖
為
当
流
之
説
、
為
秘
説

故
世
人
不
存
歟
随
分
之
秘
説
也
仍
不
可
打
之
、
凡
以
説

拍
子
二
所
之
内
初
ハ
訓
抜
後
ニ
小
葛
声
両
度
替
用

之
、
條
可
宜
歟
四
帖
准
之
、
大
方
有
四
帖
時
者
以
説
拍

子
三
帖
ニ
不
打
而
打
四
帖
一
ノ
習
也
而
於
舞
家
者
竹
ヲ

二
ニ
破
タ
ル
如
ニ
三
四
両
帖
可
打
之
、
云
々
●

又
只
拍
子
之
時
ハ
第 

」

四
五
両
拍
子
之
所
ニ
可
用
壹
鼓
、
大
鼓
如
蘇
莫
者
破
、

可
掻
之
初
掻

後
三
度
拍
子

口
二
反
同
最
後
極
秘
説
也
狛
氏
ハ
第
四
五
許
如

此
第
九
十
ハ
必
常
同
破
急
連
之
時
鞨
鼓
同
打
連
之

而
行
高
流
ニ
ハ
破
終
打
止
自
急
初
、
又
打
始
之
、
輪
臺
青

海
波
連
不
連
次
第
同
之
、

同
急
大
鼓
最
末
第
廿
拍
子
ニ
打
引
抜
ヲ
、
之
時
鞨
鼓
打
少 

」

葛
声
、
常
習
之
、
以
之
当
流
常
用
之
、
但
於
件
拍
子

者
種
々
秘
説
在
之
、
又
急
頻
拍
子
所
ニ
ハ
以
前
拍
子
打
訓

抜
、
為
大
鼓
用
心
也
件
所
二
拍
子

　
　
　
　
　

是
常
説　
　
　
　
　
　

又
説　
　
　
　
　
　

又
説　
　
　
　
　
　

等
也

下
ナ
ル
説
ヲ
上
■
ヘ
シ

春
鶯
囀
自
鳥
声
移
急
声
、
之
時
合
拍
子
打
之
説

秘
説
也
近
代
無
知
人
歟
云
々
明
暹
流
ニ
ハ
為
規（
マ
マ
）
樽
之
習
ト
、
行 

」

高
流
ニ
ハ
鳥
声
最
末
拍
子
打
之
後
ハ
捨
抜
不
打
之
、
急

声
吹
出
後
初
テ
打
之
此
等
両
流
不
同
之
随
一
也

鳥
声
大
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
此
可
打
之

鳥
声
終
大
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
説
之
内
以
此
説
為
秘
事
■
不
可
打
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上
両
流
明
暹
打
連
説
々
如
此

●

五
常
楽
詠
鞨
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上
■
序
吹
然
而
鞨
鼓
ハ
四
拍
子
詞
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
打
終
之
如
此
二
度
八
々
ヲ々
四
々
ニ々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
打
以
之
、
為
習
歟
以
下
度
打
阿
礼
声 

」
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凡
鞨
鼓
中
古
之
上
手
者
出
雲
已
講
明
暹
南
都
浄
名
院
住

左
近
将是季

聟
伝
大
神
笛

監
狛
行
高
也
然
行
高
方
鞨
鼓
者
狛
氏
等

此
流
則
近
真
受
彼
真
説
教
訓
抄
等
彼
正
流
也

於
明
暹
流
者
行
高
譜
中
明
暹
已
講
被
打
様
適

云
載
之
雖
然
為
上
代
事
之
間
真
説
雖
弁
之
処 

」

仁
和
寺
木
工
権
守
孝
道
披
見
鞨
鼓
譜
ヲ
、
散
明
暹
流

不
審
訖
所
詮
明
暹
流
鞨
鼓
者
仁
和
寺
孝
道
方
習

留
之
、
歟
管
絃
方
殊
以
可
賞
翫
流
也

 

」

　
　

貞
和
四
年
戊子

六
月
四
日

於
此
鞨
鼓
者
雖
為
随
分
之
秘
譜
頼
盛

宗
禅
房
多
年
無
内
外
申
承
之
上
当
時

数
奇
越
時
輩
秀
衆
人
之
間
奉
授 

 

」

此
秘
書
訖
能
々
可
被
秘
蔵
者
也
穴

賢
不
可
被
外
見
之
状
如
件

　
　

貞
和
二
々
年
七
月
七
日　
　
　
　

印
春




